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◦
教
皇	

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
伝
統
を
信
じ
る

人
々
が
、
平
和
、
正
義
、
人
類
の
友
愛

を
擁
護
し
促
進
す
る
た
め
に
、
互
い
に

協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

◦
日
本	

私
た
ち
が
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
と
め
て
、
環
境
を
保

護
し
、
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た

め
に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

祈祷の 
使徒  祈りの意向

　（前略）… そんな中、そのうちの１点がようやく今月末に刊
行の運びとなります。シノドスの最終文書です。

　邦題は『シノドス流の教会 ― 交わり、参加、宣教《シノドス
最終文書》』です。イタリア語が原テキストなのですが、タイト
ルにある「Chiesa sinodale」を「シノドス流の教会」と訳さ
せていただきました。本書のあとがきにも書きましたが、フラ
ンシスコ教皇は「シノドスはスタイルである」とおっしゃって
います。つまり、あり方であり方法なのです。

　それを表すのに「シノドス的教会」という表現では、なんとも
弱いと考えました。それで選んだのが、「流儀」という意味での「シノドス流」です。
こちらの意図が伝わる表現として、受け入れていただけるものになっているでしょうか。

　これまでの通例では、シノドス後には教皇の使徒的勧告が公布されます。たとえ
ば『キリストは生きている』は、一つ前の第 15 回シノドス通常総会を受けて公布さ
れた使徒的勧告です。しかし、この第 16 回シノドスにおいては、シノドス後の使徒
的勧告は出さないと、最後の全体会議の閉会あいさつで教皇が明言なさいました。最
終文書が表現するもので十分だからだということです。

　この最終文書の著者は、教皇フランシスコとシノドス第 16 回通常総会の連名に
なっています。これまでのシノドスでは、最終文書は教皇への答申でした。それを
受けて、教皇が使徒的勧告を出す、それが一連のプロセスでした。連名であるという
ことは、すでにこの最終文書が出された時点で、「わたしたち」ということばの中に
教皇も含まれているのです。冒頭にある「教皇フランシスコによる付記」には、次
のように記されています。

　「わたしも、これを承認し署名してその公布を定めたことで、『最終文書』を通し
て聖なる忠実な神の民に語るシノドス総会の『わたしたち』に加わりました」

　この付記は 2024 年 11 月 24 日付のものです。もし、使徒的勧告を出すという判
断がされていたとしても、フランシスコ教皇にその体力は残っていなかったことと
思います。フランシスコ教皇が目指したのは、すべての人を巻き込むシノドスです。
わたしたち一人ひとりが、ともに歩む者として、この最終文書を大いに活用していか
なければなりません。それにかなう邦訳となっていれば幸いです。…
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「
希
望
の
光
、神
よ
、あ
な
た

に
歌
い
ま
す
。
尽
き
ぬ
い
の

ち
の
泉
、あ
な
た
を
信
じ
ま

す
。
…
」
聖
年
の
公
式
賛
歌

を
口
ず
さ
み
な
が
ら
巡
礼
に

出
か
け
ら
れ
た
方
々
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。
教
区
が
策
定

し
た
25
カ
所
の
巡
礼
指
定
教

会
を
主
に
し
、各
地
区
の
教

会
を
訪
れ
希
望
の
巡
礼
者
と

し
て
聖
年
の
祈
り
を
唱
え
、

賛
歌
を
歌
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
聖
年
の
取
り
組
み
が
浸

透
し
、例
年
に
な
く
巡
礼
に

出
か
け
た
方
々
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
▲
夏
休
み
中

に
あ
る
教
会
の
聖
歌
隊
の
子

ど
も
た
ち
十
数
人
が
巡
礼
に

訪
れ
、聖
体
訪
問
と
お
祈
り

の
後
に
公
式
賛
歌
を
大
声
で

歌
っ
て
く
れ
た
。
う
れ
し
さ

と
感
動
が
溢
れ
て
涙
が
出
そ

う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

が
こ
れ
か
ら
も
、次
の
聖
年
ま

で
も
希
望
を
持
っ
て
キ
リ
ス

ト
と
共
に
歩
い
て
く
れ
る
よ

う
願
っ
た
▲
巡
礼
を
通
し
て
、

神
の
わ
ざ
と
信
仰
者
の
わ
ざ

を
見
、体
感
し
、自
身
を
振
り

返
り
、進
む
べ
き
道
を
見
い

だ
す
。
こ
れ
が
希
望
の
巡
礼

の
魅
力
だ
ろ
う
▲
巡
礼
は
本

来
キ
リ
ス
ト
者
の
生
き
る
道
。

キ
リ
ス
ト
が
歩
か
れ
た
道
を

辿
る
の
が
、巡
礼
者
の
道
で
あ

り
姿
。
キ
リ
ス
ト
の
癒
や
し

と
赦
し
と
愛
の
道
を
。
受
難

と
死
と
復
活
の
道
を
歩
む
。

希
望
の
源
で
あ
る
神
か
ら
望

み
の
力
を
注
が
れ
、希
望
の

光
に
導
か
れ
て
歩
く
。「
神
の

こ
と
ば
は
と
も
し
び
、す
べ
て

の
人
を
照
ら
す
。
散
ら
さ
れ

た
人
々
は
、み
子
の
も
と
へ
と

集
め
ら
れ
る
」。
混
迷
す
る

世
界
、分
断
す
る
社
会
の
た

だ
中
に
あ
る
今
、希
望
の
巡

礼
者
と
い
う
信
仰
者
の
視
線

で
歩
む
そ
の
足
ど
り
は
遅
々

た
る
も
の
と
し
て
も
意
義
あ

る
も
の
と
言
え
よ
う
。�

（
万
）

シノシノドスは「プロセス」ドスは「プロセス」‼‼
教区シノドス担当司祭　岡 秋美
　

９
月
４
日
（
木
）、大
阪
高
松

教
区
本
部
事
務
局
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
「
と
も
に
歩
む
」
教

会
と
な
る
た
め
の
勉
強
会
が
行

わ
れ
た
。
日
本
各
教
区
の
枢
機

卿
・
司
教
、各
教
区
シ
ノ
ド
ス

担
当
者
１
人
、日
本
シ
ノ
ド
ス

特
別
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
な
ど

総
勢
約
50
人
が
集
ま
っ
た
。
学

習
会
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
隣

接
す
る
玉
造
教
会
で
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
、「
霊
に
お
け
る
会

話
」
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教

区
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

ア
イ
デ
ア
を
分
か
ち
合
え
る
よ

う
に
と
、聖
霊
の
特
別
の
お
恵

カトリック中央協議会出版部ブログから紹介

「「シノドス最終文書、刊行になります。」シノドス最終文書、刊行になります。」

　
「
と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め
―
交

わ
り
、参
加
、そ
し
て
宣
教
―
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
０
２
１
年
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
世
界
代
表
司
教
会
議
（
シ

ノ
ド
ス
）第
16
回
通
常
総
会
は
現
在
、

24
年
の
第
２
会
期
で
採
択
さ
れ
た

「
最
終
文
書
」
を
基
に
実
施
す
る
期

間
「
実
施
ス
テ
ー
ジ
」
へ
と
進
ん
で

い
る
。
25
年
３
月
15
日
、教
皇
庁
シ

ノ
ド
ス
事
務
局
は
、シ
ノ
ド
ス
の
歩

み
を
２
０
２
８
年
ま
で
継
続
す
る
こ

と
を
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
認
可
し

た
こ
と
、ま
た
、28
年
10
月
ま
で
の
過

程
に
つ
い
て
の
概
要
を
『
シ
ノ
ド
ス

み
を
心
あ
わ
せ
て
祈
っ
た
。

　

学
習
会
で
は
シ
ノ
ド
ス
の
総

書
記
を
務
め
日
本
で
も
司
牧
さ

れ
て
お
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
＝
ク

ロ
ー
ド
・
オ
ロ
リ
ッ
シ
ュ
枢
機

卿
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
教
区
）

の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、枢
機

卿
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
こ

と
ば
を
用
い
て
「
シ
ノ
ド
ス
は

『
イ
ベ
ン
ト
』
で
は
な
く
『
プ

ロ
セ
ス
』
で
あ
る
」
と
、「
何

か
を
す
る
こ
と
」で
は
な
く「
と

も
に
歩
む
」
そ
の
こ
と
自
体
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
の
「
霊
に
お
け
る
会

話
」
で
は
、良
い
結
果
が
出
る

か
分
か
ら
な
く
て
も
、失
敗
す

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も

「
恐
れ
ず
に
」「
今
す
ぐ
に
始
め

る
こ
と
」「
今
す
ぐ
に
と
も
に

歩
み
始
め
る
こ
と
」
が
大
事
で

あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
が
分
か

ち
合
わ
れ
た
。

　
「
と
も
に
歩
む
」
教
会
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
長
崎

南
地
区
の
司
祭
団
に
よ
る
毎
月

実
施
の
ミ
ニ
黙
想
会
は
今
年
11

月
で
第
20
回
を
迎
え
、累
計
１

０
０
０
人
以
上
の
信
徒
が
参

加
。
９
月
21
日
（
日
）
に
は
長

崎
南
地
区
女
性
部
の
第
１
回
の

ど
自
慢
大
会
『
響
け
‼
天
使

の
歌
声
』
が
行
わ
れ
る
。

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
シ
ノ
ド
ス
特
別
チ
ー
ム

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
シ
ノ
ド
ス
特
別
チ
ー
ム

（
担
当
・
菊
地
功
枢
機
卿
）
は
９
月
４
日
、シ
ノ
ド
ス
第

（
担
当
・
菊
地
功
枢
機
卿
）
は
９
月
４
日
、シ
ノ
ド
ス
第
1616

回
通
常
総
会
の
最
終
文
書
の
邦
訳
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を

回
通
常
総
会
の
最
終
文
書
の
邦
訳
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、さ
ら
な
る
「
と
も
に
歩
む
」
教
会
と
な
る
た
め
の
勉

機
に
、さ
ら
な
る
「
と
も
に
歩
む
」
教
会
と
な
る
た
め
の
勉

強
会
「
シ
ノ
ド
ス
学
習
会
」
を
大
阪
で
開
催
し
た
。
長
崎

強
会
「
シ
ノ
ド
ス
学
習
会
」
を
大
阪
で
開
催
し
た
。
長
崎

教
区
か
ら
は
中
村
倫
明
大
司
教
と
岡
秋
美
師
が
参
加
、ま

教
区
か
ら
は
中
村
倫
明
大
司
教
と
岡
秋
美
師
が
参
加
、ま

た
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
っ
た
尾
髙
修
一
師
と
稲
田
伸
也

た
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
っ
た
尾
髙
修
一
師
と
稲
田
伸
也

師
の
姿
も
あ
っ
た
。
岡
師
に
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

師
の
姿
も
あ
っ
た
。
岡
師
に
記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

※許可をいただき 2025年 6 月9日付ブログから転載。本書はすでに刊行済みです。（広報）※許可をいただき 2025年 6 月9日付ブログから転載。本書はすでに刊行済みです。（広報）

の
実
施
段
階
に
お
け
る
同
伴
の
歩

み
に
関
す
る
書
簡
』で
知
ら
せ
た
。

　
「
３
月
11
日
、教
皇
は
シ
ノ
ド
ス

事
務
局
に
よ
る
実
施
段
階
の
同
伴

と
評
価
の
歩
み
の
開
始
を
最
終
的

に
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
歩
み

は
、各
教
区
お
よ
び
東
方
教
会
教

区
、司
教
協
議
会
、東
方
諸
教
会
の

位
階
的
組
織
、さ
ら
に
そ
れ
ら
の

大
陸
ご
と
の
集
合
体
に
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、自
ら

の
管
轄
地
域
内
に
存
在
す
る
奉
献

生
活
会
、使
徒
的
生
活
会
、信
徒
団

体
、教
会
運
動
体
、新
し
い
共
同
体

が
関
与
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
責
任

を
負
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に

は
、
２
０
２
８
年
10
月
に
バ
チ

カ
ン
で
『
教
会
総
会
（ecclesial 

assembly
）』
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
で
、こ
の
歩
み
は
頂
点
に
達
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、現
時
点
で

は
、新
た
な
世
界
代
表
司
教
会
議

（
シ
ノ
ド
ス
）
は
招
集
さ
れ
ず
、こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
強
固
に
す
る
こ

と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
す
」

　
「
２
０
２
５
年
10
月
24
日
か
ら

26
日
に
開
催
さ
れ
る
、『
シ
ノ
ド

全
教
会
の
歩
み

　
「
と
も
に
歩
む
教
会
の
た

め
―
交
わ
り
、参
加
、そ
し

て
宣
教
―
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
世
界
の
教
会
は
２
０
２
１

年
か
ら
24
年
に
か
け
て
世
界

代
表
司
教
会
議（
シ
ノ
ド
ス
）

第
16
回
通
常
総
会
を
進
め
て

き
た
。

　

同
シ
ノ
ド
ス
は
21
年
10
月

９
～
10
日
に
始
ま
っ
た
。「
全

教
会
の
成
員
や
組
織
が
積
極

的
に
参
加
す
る
一
つ
の
大
き

な
『
歩
み
』
と
し
て
の
形
を

と
り
な
が
ら
」（
バ
チ
カ
ン
・

ニ
ュ
ー
ス
）、教
区
で
の
分
か

ち
合
い
と
意
見
交
換
を
行

う
「
教
区
ス
テ
ー
ジ
」、大
陸

ご
と
の
総
会
と
作
業
を
行
う

「
大
陸
ス
テ
ー
ジ
」
を
経
て
、

バ
チ
カ
ン
で
の
総
会
議
（
第

１
会
期
23
年
10
月
、第
２
会

期
24
年
10
月
）
を
開
催
し
、

３
年
間
に
わ
た
る
歩
み
を
続

け
た
。
現
在
２
０
２
５
年
か

ら
は
、第
２
会
期
で
採
択
さ

れ
た
「
シ
ノ
ド
ス
の
最
終
文

書
」を
基
に
実
施
す
る
期
間
、

「
実
施
ス
テ
ー
ジ
」
へ
と
進

ん
で
い
る
。

　

教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局

は
、こ
の
歩
み
は
２
０
２
８

年
10
月
に
バ
チ
カ
ン
で
開
催

さ
れ
る
「
教
会
総
会
」
で
頂

点
に
達
す
る
と
し
て
い
る
。

長
崎
教
区
の
歩
み

　

長
崎
教
区
に
お
い
て
は
、

21
年
10
月
17
日
浦
上
教
会
で

の
開
会
式
を
も
っ
て
同
シ
ノ

ド
ス
の
「
過
程
」
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
、同
年
９
月
に

教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
が

全
世
界
の
教
会
に
対
し
て

送
っ
て
い
た
10
の
質
問
に
対

す
る
回
答
を
各
小
教
区
評
議

会
で
ま
と
め
、さ
ら
に
各
地

区
評
議
会
で
ま
と
め
た
。

　

翌
22
年
３
月
に
「
２
０
１

５
年
の
教
区
シ
ノ
ド
ス
の
提

言
に
、今
回
の
回
答
を
加
え

た
も
の
を
長
崎
教
区
と
し
て

の
ま
と
め
と
す
る
」
こ
と
を

シ
ノ
ド
ス

シ
ノ
ド
ス  

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め

と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め

教区ステージ
2021年10月～2022年8月

大陸ステージ
2022年8月～2023年3月

シノドス総会第1会期
2023年10月（10月4日～29日）

シノドス総会第2会期
2024年10月（10月2日～27日）

実施ステージ　2025年～

★

決
定
し
、
６
月
に
最
終
的
な

ま
と
め
を
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
に
提
出
。
提
出
後
の

７
月
末
、（
２
０
１
５
年
の

教
区
シ
ノ
ド
ス
後
に
設
置
さ

れ
た
）
教
区
シ
ノ
ド
ス
提
言

推
進
会
議
に
お
い
て
、あ
ら

た
め
て
こ
れ
か
ら
の
教
区
シ

ノ
ド
ス
提
言
推
進
の
在
り
方

を
問
い
直
す
こ
と
を
確
認
し

た
。
12
月
、教
区
シ
ノ
ド
ス

担
当
と
し
て
２
人
の
司
祭
が

任
命
さ
れ
た
。

　

23
年
か
ら
は
、11
委
員
会

の
委
員
長
と
教
区
シ
ノ
ド
ス

担
当
者
、司
教
総
代
理
、教
区

本
部
事
務
局
長
で
構
成
さ
れ

る
シ
ノ
ド
ス
コ
ア
チ
ー
ム
の

会
議
が
始
ま
り
、話
し
合
い
、

具
体
的
な
活
動
を
呼
び
か
け

実
施
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

シ
ノ
ド
ス
第
16
回
通
常
総

会
の
歩
み
は
、ま
さ
に
私
た

ち
長
崎
の
教
会
共
同
体
の
歩

み
と
つ
な
が
る
。
い
つ
も
全

世
界
の
教
会
と
と
も
に
歩
ん

で
い
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
願
う
。

ス
・
チ
ー
ム
と
参
与
機
関
の
祝
祭
（
ジ
ュ

ビ
リ
ー
）』
の
発
表
は
、特
別
な
意
味
を
も

ち
ま
す
。
こ
う
し
て
、決
し
て
失
望
さ
せ

な
い
希
望
の
地
平
の
う
ち
に
、ま
す
ま
す

シ
ノ
ド
ス
的
に
な
る
教
会
を
築
く
取
り
組

み
を
位
置
づ
け
る
の
で
す
。こ
の
こ
と
を
、

こ
の
聖
年
の
年
に
祝
う
の
で
す
」

（
全
文
は
中
央
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
）

　

日
本
の
シ
ノ
ド
ス
特
別
チ
ー
ム
担
当
の

菊
地
功
枢
機
卿
は
、「
日
本
の
教
会
の
み

な
さ
ま
へ
」
宛
て
た
『
シ
ノ
ド
ス
の
道
の

今
後
に
つ
い
て
』（
25
年
７
月
14
日
付
）

の
文
書
の
中
で
、28
年
の
教
会
総
会
に
向

け
て
の
日
本
の
教
会
の
行
程
を
次
の
通
り

示
し
、理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

▼
25
年
６
月
か
ら
の
１
年
間
「
最
終
文

書
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
期
間
」
▼

26
年
６
月
か
ら
の
１
年
間
「
各
教
区
、各

分
野
で
具
体
的
に
取
り
組
み
を
す
る
期

間
」
▼
27
年
６
月
か
ら
の
１
年
間
「
各
レ

ベ
ル
で
の
評
価
を
行
う
期
間
」。　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み

２
０
２
８
年

２
０
２
８
年
1010
月
開
催
の

月
開
催
の

　
　

教
会
総
会

　
　

教
会
総
会

で
頂
点
へ

で
頂
点
へ

バ
チ
　

　
カ
ン
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と
も
に
歩
む
平
和
の
巡
礼
者
の
集
い

８
月
８
月
1010
日
の
動
画
公
開

日
の
動
画
公
開

　

こ
の
ほ
ど
、
８
月
10
日

（
日
）
に
浦
上
教
会
で
行

わ
れ
た
「
と
も
に
歩
む
平

和
の
巡
礼
者
の
集
い
」（
本

紙
９
月
号
既
報
）
を
記
録

し
た
動
画
が
、教
区
家
庭

委
員
会
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
公
開
さ
れ
た
。

　

動
画
は
、「
被
爆
の
実

相
」「
学
生
の
報
告
」「
平

和
構
築
に
つ
い
て
の
総
括

討
論
」
の
３
つ
に
分
け
て

公
開
さ
れ
て
い
る
。
右
の

写
真
は
、髙
見
三
明
大
司

教
が
被
爆
の
実

相
に
関
し
語
っ

て
い
る
場
面
。

　
「
２
０
２
５
年
８
月
、原

爆
投
下
か
ら
80
年
目
に
あ

た
る
こ
の
年
に
米
国
の
カ

ト
リ
ッ
ク
系
大
学
の
教
職

員
と
学
生
か
ら
な
る
グ

ル
ー
プ
が
広
島
と
長
崎

を
訪
問
し
、聖
年
の
テ
ー

マ
『
希
望
の
巡
礼
者
』
を

体
現
し
、祈
り
と
対
話
を

生
み
出
す
目
的
で
企
画
さ

れ
ま
し
た
。（
中
略
）
こ
の

巡
礼
は
＊『
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
た
め
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
』（
Ｐ
Ｗ
Ｎ

Ｗ
）
と
協
力
し
て
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
」（
動
画
の

紹
介
文
か
ら
抜
粋
）

＊
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
Ｐ
Ｗ
Ｎ
Ｗ
）
…
２
０

２
３
年
８
月
、ア
メ
リ
カ

と
日
本
の
４
つ
の
教
区

（
サ
ン
タ
フ
ェ
、シ
ア
ト

ル
、長
崎
、広
島
）が
設
立
。

24
年
８
月
に
加
盟（
入
会
）

の
呼
び
か
け
を
世
界
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
諸
団
体

に
向
け
て
開
始
し
た
。

核なき世界基金核なき世界基金
被爆地からのチャレンジ被爆地からのチャレンジ
みんなでみんなで
いのちと地球を守ろう！いのちと地球を守ろう！
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/

核
な
き
世
界
基
金
へ

　
寄
付
を
送
金

　

被
爆
80
年
の
今
年
、長
崎

大
司
教
区
は
「
核
な
き
世
界

基
金
」
へ
の
寄
付
の
た
め
に

募
金
を
呼
び
か
け
た
。
集

ま
っ
た
現
金
90
万
４
５
９
０

円
は
、
８
月
９
日
の
平
和
祈

願
ミ
サ
の
中
で
奉
納
（
本
紙

９
月
号
既
報
）。
そ
の
後
、地

区
・
小
教
区
・
個
人
か
ら
振

込
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
献
金

１
６
９
万
９
１
７
４
円
と
合

わ
せ
、総
額
２
６
０
万
３
７

６
４
円
を
８
月
27
日
、核
な

き
世
界
基
金
へ
送
金
し
た
。

　

同
基
金
を
支
援
す
る
会
は

広
島
教
区
（
本
部
）
と
長
崎

教
区
（
支
部
）
に
あ
り
、事

務
局
は「
核
な
き
世
界
基
金
」

を
支
援
す
る
会
広
島
本
部
。

高
校
生
沖
縄
平
和
学
習

高
校
生
沖
縄
平
和
学
習

戦
跡
を
巡
り
、過
去
の
事
実
学
ぶ

　

８
月
18
日
（
月
）
か
ら
20

日
（
水
）
ま
で
教
区
平
和
推

進
委
員
会
主
催
の
沖
縄
平
和

学
習
が
開
催
さ
れ
、高
校
生

10
人
と
中
村
倫
明
大
司
教
様

を
は
じ
め
と
す
る
引
率
者
の

計
15
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
沖
縄
本
島
南
部

の
戦
跡
を
巡
り
、今
の
高
校

生
と
同
年
代
の
若
者
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
事

実
を
学
ん
だ
。
ま
た
、現
在
・

未
来
の
沖
縄
の
問
題
を
知
る

た
め
、米
軍
辺
野
古
基
地
の

建
設
の
様
子
が
見
え
る
浜
辺

で
、反
対
運
動
に
携
わ
る
方

の
説
明
を
聞
き
、基
地
に
よ

る
環
境
破
壊
や
、道
の
駅
か
で

な
で
は
米
軍
の
戦
闘
機
が
離
発

着
す
る
様
子
を
間
近
で
見
て
、

騒
音
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
ん
だ
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
安
里
教
会
で

は
、那
覇
教
区
の
ウ
ェ
イ
ン
・

バ
ー
ン
ト
司
教
様
か
ら
、沖
縄

の
歴
史
や
安
里
教
会
が
現
在
の

場
所
に
建
て
ら
れ
た
経
緯
を
詳

し
く
説
明
い
た
だ
き
、激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に

行
っ
て
見
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
こ
と
、感
じ
ら
れ
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」「
沖

縄
で
は
今
で
も
起
き
て
い
る
被

害
が
と
て
も
大
き
い
こ
と
が
分

か
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。

　

私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
く

だ
さ
る
那
覇
教
区
の
皆
様
へ
感

謝
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら

も
沖
縄
を
通
じ
て
真
の
平
和
に

つ
い
て
学
び
、考
え
続
け
て
い

き
た
い
。

教
区
平
和
推
進
委
員
会　

溝
口 

奈
々
枝

て
た
原
子
野
に
、
新
し
い
朝
の
光
が
さ

し
そ
め
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
丘
の
上

の
天
主
堂
か
ら
鐘
の
音
が
響
い
て
き

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ま
だ
眠
り
を
む

さ
ぼ
っ
て
い
る
人
も
あ
り
、
起
き
て
は

い
る
け
れ
ど
も
働
こ
う
と
し
な
い
人

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
び
と
を
目
ざ

め
さ
せ
、
新
し
い
光
の
中
に
立
ち
出
で

さ
せ
、
荒
野
を
美
し
い
花
咲
く
丘
に

変
え
る
よ
う
、つ
ま
り
平
和
文
化
の
町

を
作
る
よ
う
に
努
め
さ
せ
る
た
め
に
、

「
鐘
の
音
よ
、
も
っ
と
強
く
、
も
っ
と
広

く
、
遠
く
遠
く
ま
で
響
け
よ
」
と
、
私

は
願
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
た
だ
長
崎
に
だ
け
限
ら
れ

た
こ
と
で
は
な
く
、
今
世
界
は
あ
の
戦

争
に
よ
っ
て
荒
野
と
な
り
、
そ
こ
へ
原

子
時
代
と
い
う
新
し
い
朝
が
訪
れ
て

お
り
ま
す
。
原
子
時
代
は
、
人
類
に

幸
福
を
も
た
ら
す
か
、
そ
れ
と
も
破

ま
し
た
（
父
市
太
郎
は
43
年
間
手
で

撞
い
て
き
ま
し
た
）。
そ
れ
を
知
っ

た
米
国
の
ノ
ー
ラ
ン
教
授
が
、周
り

の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
に
呼
び
か
け
、

こ
の
た
び
新
し
い
小
鐘
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
空
っ
ぽ
だ
っ
た
鐘
楼
に
取

り
付
け
ら
れ
た
鐘
は
８
月
９
日
か
ら

そ
の
音
色
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
原

爆
を
落
と
し
た
側
の
国
の
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
贈
は
感
慨
深
く
、平
和
へ
の

希
望
の
一
筋
が
見
え
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
報
６
月
号
に
「
永

井
隆
の
著
書
に
触
れ
る
機
会
を
」
と

記
事
を
書
き
ま
し
た
が
、父
は
永
井

隆
博
士
と
浦
上
教
会
の
壮
年
会
の
仲

間
で
、「
ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
会
」
と

い
う
奉
仕
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
活
動

し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
町
内
に
住
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、実
家
に

は
博
士
の
書
い
た
「
平
和
を
」
と
い

う
書
や
、「
し
っ
ぽ
も
一
役
」
と
い

う
よ
う
な
豚
の
絵
が
飾
っ
て
あ
り
、

茶
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
短
歌
の
額

も
掛
か
っ
て
い
て
、ご
飯
を
食
べ
な

が
ら
毎
日
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
き
朝
の
光
の
さ
し
そ
む
る

　
荒
野
に
ひ
び
け
長
崎
の
鐘

　

こ
れ
は
、
私
の
た
だ
今
の
気
持
ち
を

歌
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
荒
れ
果

　

６
月
末
に
早
々
と
梅
雨
が
明

け
、被
爆
地
長
崎
の
80
年
目
は
長

す
ぎ
る
夏
に
な
り
ま
し
た
。

　

浦
上
出
身
の
私
に
と
っ
て
、原

爆
は
直
接
で
は
な
い
で
す
が
深
い

関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
上
野
町
の

高
台
に
あ
っ
た
父
の
実
家
で
は
、先

妻
と
２
歳
か
ら
14
歳
の
子
ど
も
６

人
、祖
父
の
計
８
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
兵
隊
に
召
集
さ
れ
東
長

崎
の
牧
島
に
い
て
生
き
延
び
た
父

と
、そ
の
日
休
暇
で
大
橋
の
ア
パ
ー

ト
に
居
た
も
の
の
空
襲
が
気
に
な

り
、浜
町
の
職
場
へ
向
か
う
途
中

八
千
代
町
辺
り
で
市
電
に
乗
っ
て

い
て
鉄
板
の
陰
で
助
か
っ
た
母
と

が
、
４
年
後
に
結
ば
れ
、私
た
ち
兄

弟
姉
妹
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
後
に
、

夕
食
の
団
ら
ん
の
時
、「
原
爆
が
な

か
っ
た
ら
お
前
た
ち
は
生
ま
れ
と

ら
ん
や
っ
た
と
よ
」
と
呟
い
た
両

親
の
こ
と
ば
が
耳
に
残
り
ま
す
。

　

写
真
も
何
も
一
切
残
っ
て
い
な

い
の
で
、「
ど
ん
な
祖
父
ち
ゃ
ん

や
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
の
か
な
」

と
思
っ
て
も
顔
も
分
か
り
ま
せ

ん
。「
自
分
は
彼
ら
の
分
も
生
き
て

い
る
か
な
」
と
ふ
と
思
い
ま
す
。

　

浦
上
天
主
堂
の
双
塔
に
は
右
側

に
大
鐘
、左
側
に
小
鐘
が
あ
り
ま

し
た
が
、小
鐘
は
原
爆
で
壊
れ
、瓦

礫
の
中
か
ら
拾
い
上
げ
ら
れ
た
大

鐘
だ
け
が
80
年
間
鳴
ら
さ
れ
て
き

滅
を
も
た
ら
す
か
。
そ
れ
は
一
に
か
か
っ

て
、
私
た
ち
現
代
人
の
心
に
よ
っ
て
決
ま

る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
あ
た
っ

て
、
平
和
の
鐘
が
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
、

よ
り
い
っ
そ
う
広
く
鳴
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
（
永
井
隆
著
『
如
己
堂
随
筆
』〝
朝
の

鐘
〟
よ
り
）

　

ま
た
、床
の
間
の
上
に
は
「
浦
上
天

主
堂
の
壊
れ
た
姿
が
焼
け
野
原
に
立
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
写
生
し
た
墨
絵
」（
左

上
の
写
真
）
が
飾
っ
て
あ
り
、い
つ
も

眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
絵
は
，原
爆
の
年
の
昭
和
20
年

11
月
23
日
、浦
上
教
会
跡
で
行
わ
れ
た

合
同
葬
の
日
に
、父
の
実
家
に
永
井
博

士
が
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
描
い
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
父
が
実
家

の
焼
け
跡
に
建
て
た
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
の

縁
側
か
ら
浦
上
天
主
堂
の
廃
墟
を
眺
め

て
、「『
紙
ば
く
れ
ん
ね
』
と
い
う
の
で
、

手
元
に
は
障
子
紙
し
か
無
か
っ
た
の
で

そ
れ
を
渡
し
た
ら
、筆
で
さ
ら
さ
ら
と

描
い
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
い
う
話
で
し

た
。
そ
の
場
所
は
、今
の
聖
ル
ド
ヴ
ィ

コ
修
院
の
正
門
前
の
浦
上
教
会
を
見
下

ろ
せ
る
高
台
で
、現
在
４
階
建
て
の
ア

パ
ー
ト
が
建
っ
て
い
る
所
で
す
。

　

両
親
が
亡
く
な
っ
た
後
、私
の
実
家

が
老
朽
化
し
て
解
体
す
る
時
に
、兄
弟

姉
妹
で
話
し
合
っ
て
「
こ
の
絵
は
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
の

で
、永
井
隆
記
念
館
に
展
示
し
て
い
た

だ
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
２
０

０
０
年
12
月
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
原
爆

当
時
の
状
況
を
鮮
烈
に
訴
え
か
け
て
く

る
そ
の
墨
絵
は
、現
在
、永
井
記
念
館

の
展
示
室
に
置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
絵
や
書
に
、自
分
で
も

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
影
響
を
受
け
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
平
和
を
願
い

な
が
ら
。

焼
け
野
原
に
立
つ
天
主
堂

焼
け
野
原
に
立
つ
天
主
堂

教
区
広
報
委
員
長
　
山
田 

良
秋

被
爆
地
長
崎
の
80
年
目
に
思
う

被爆した旧浦上天主堂の前で写真におさまる
山田家。父・市太郎（長身の人物）の隣に筆者。
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教皇大使、白浜司教と皆さんと
聖年にあたり五島を巡礼

２人の若き福者の列聖式２人の若き福者の列聖式
9 月 7 日、バチカンで行われる

　2025 聖年にあ
たり広島教区が
企画した「モリー
ナ教皇⼤使・⽩
浜司教と⾏く五
島 巡 礼 」が、8
月18 日（月）から
21 日（木）まで 3
泊 4 日の日程で
行われた。
　参加者は教皇
大使フランシスコ・エスカランテ・モリーナ大司教、
広島教区の白浜満司教、司祭 3 人と信徒 20 人。教
皇大使は 2 日目の朝、福江教会でミサを司式された。
その説教の中で、五島では車窓からも教会や墓地な
どあちこちに十字架が見られ、カトリックの信仰を
身近に感じられる。先祖が伝えた信仰をこれからも
伝えていってほしいと呼びかけられた。
　白浜司教は出身教会である米山教会でミサを司
式され、また、直接教会の案内もなさった。

（写真は 8 月 18 日、福江空港での歓迎のとき）

２
０
２
５
聖
年

２
０
２
５
聖
年

「
青
年
の
祝
祭
」
巡
礼
報
告

「
青
年
の
祝
祭
」
巡
礼
報
告

同
行
司
祭　

川
端 

志
範　
　
　

（
教
区
青
少
年
委
員
会 

委
員
長
）

　

７
月
27
日
（
日
）
か
ら
８

月
５
日（
火
）に
か
け
て
、「
希

望
の
巡
礼
者
」を
テ
ー
マ
に
、

世
界
中
の
青
年
が
一
生
に
一

度
の
巡
礼
体
験
を
求
め
て

ロ
ー
マ
の
教
皇
様
の
も
と
に

集
ま
る
「
青
年
の
祝
祭
」、日

本
か
ら
は
２
人
の
司
教
様
、

７
人
の
司
祭
、40
人
の
青
年

に
よ
る
公
式
巡
礼
団
が
派
遣

さ
れ
、長
崎
教
区
か
ら
も
青

年
１
人
、司
祭
１
人
が
参
加

し
、出
会
い
と
信
仰
の
喜
び

の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

巡
礼
は
ま
ず
、
４
大
バ
ジ

リ
カ（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
聖
堂
、

ラ
テ
ラ
ノ
大
聖
堂
、サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
レ
大
聖

堂
、サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
）

の
聖
な
る
扉
を
く
ぐ
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。
世
界
中

の
巡
礼
者
に
よ
る
行
列
に
加

わ
り
、主
の
祈
り
と
ロ
ザ
リ

オ
、詩
編
の
祈
り
を
唱
え
て

準
備
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
扉
を

く
ぐ
り
ま
す
。
美
し
い
彫
刻

や
聖
画
と
歴
史
に
触
れ
、聖

地
に
来
た
喜
び
を
味
わ
い
ま

し
た
。

　

次
に
巡
礼
に
よ
る
全
免
償

を
い
た
だ
く
た
め
、神
言
修

道
会
の
本
部
修
道
院
を
お
借

り
し
て
、日
本
の
巡
礼
団
の

た
め
の
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
行

い
ま
し
た
。
ゆ
る
し
の
体
験

は
青
年
に
と
っ
て
実
り
豊
か

な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。
秘
跡
の
後
、こ
こ
ま
で

の
旅
を
振
り
返
り
、分
か
ち

合
う
時
間
も
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
用
意
さ
れ
て
い
た

の
は
、教
皇
様
と
と
も
に
さ

さ
げ
る
聖
体
賛
美
式
と
ミ
サ

で
す
。「
ト
ー
ル
ヴ
ェ
ル
カ

タ
」
と
い
う
大
き
な
広
場
に

祭
壇
が
設
け
ら
れ
、お
よ
そ

１
０
０
万
人
の
青
年
が
集
い

ま
し
た
。
巡
礼
者
は
そ
こ
で

野
宿
を
し
、晩
の
聖
体
賛
美

式
と
朝
の
ミ
サ
を
教
皇
様
と

さ
さ
げ
ま
す
。

　

レ
オ
教
皇
様
の
到
着
を
歓

喜
の
聖
歌
で
お
迎
え
し
た
こ

と
や
、す
べ
て
の
人
が
沈
黙

の
う
ち
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る

静
け
さ
、「
心
を
縛
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
福
音
の
光
に

照
ら
さ
れ
て
、信
仰
を
証
し

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
教
皇

様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、深
く
心

に
残
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
報
告
に
あ
た
り
、

巡
礼
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え

た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、ご
協
力
・
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
教
区

の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
２
０
２
７
年
に

は
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー

（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
）
ソ
ウ
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
す
。
長
崎
教
区
か

ら
も
多
く
の
参
加
者
が
集

い
、喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
写
真
は
上
か
ら
順
に
、サ

ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
前
に

集
合
す
る
日
本
の
巡
礼
団
、

ト
ー
ル
ヴ
ェ
ル
カ
タ
広
場
で

の
教
皇
レ
オ
14
世
、皆
で
野

宿
し
た
会
場
の
様
子
）

二
度
目
の
出
会
い

二
度
目
の
出
会
い

参
加
者　

大
口 

暖は
る

翔と　

（
浦
上
教
会
所
属
）

　

私
が
こ
の
ロ
ー
マ
巡
礼
で

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

ご
遺
体
（
棺
）
を
見
た
こ
と

で
す
。
２
０
１
９
年
11
月
に

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
長
崎

へ
来
日
さ
れ
た
時
に
お
会
い

し
た
の
で
、聖
年
を
迎
え
た

今
年
も
う
一
度
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

４
月
に
亡
く
な
ら
れ
て
も
う

一
度
会
う
こ
と
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
埋
葬
さ
れ
て

い
る
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ

ジ
ョ
ー
レ
大
聖
堂
で
ご
遺
体

を
見
た
と
き
、と
て
も
寂
し

　

教
皇
レ
オ
14
世
は
９
月
７
日

（
日
）
バ
チ
カ
ン
で
、
２
人
の

若
い
イ
タ
リ
ア
人
信
徒
、福
者

ピ
エ
ル
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
フ
ラ
ッ

サ
ー
テ
ィ
（
１
９
０
１
～
１
９

２
５
年
）
と
福
者
カ
ル
ロ
・
ア

ク
ー
テ
ィ
ス
（
１
９
９
１
～
２

０
０
６
年
）
の
列
聖
式
を
執
り

行
わ
れ
た
。

　

バ
チ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
に

よ
る
と
、「
喜
び
に
あ
ふ
れ
た

こ
の
日
、聖
ペ
ト
ロ
大
聖
堂
の

正
面
に
は
２
人
の
新
聖
人
の

肖
像
が
掲
げ
ら
れ
、ミ
サ
会
場

の
聖
ペ
ト
ロ
広
場
と
そ
の
周

辺
に
は
、特
に
若
者
た
ち
を
は

じ
め
と
す
る
、お
よ
そ
８
万
人

の
信
者
が
詰
め
か
け
た
」
と

い
う
。
列
聖
式
の
日
程
は
当

初
、ア
ク
ー
テ
ィ
ス
が
聖
年
行
事

「
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
祝
祭
」

に
合
わ
せ
４
月
27
日
に
予
定
さ

れ
、フ
ラ
ッ
サ
ー
テ
ィ
が
「
青
年

の
祝
祭
」
に
合
わ
せ
７
月
28
日
か

ら
８
月
３
日
の
間
に
想
定
さ
れ
て

い
た
が
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

逝
去
に
よ
っ
て
延
期
・
未
定
と
な

り
、そ
の
後
、今
回
の
日
程
に
決
定

と
な
っ
て
い
た
。

　

教
皇
レ
オ
14
世
が
執
り
行
う

列
聖
式
は
、教
皇
が
今
年
５
月
８

日
に
選
出
さ
れ
て
以
降
初
め
て
。

バ
チ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像

を
見
る
と
、列
聖
式
会
場
に
集
っ

た
人
々
は
、新
聖
人
の
肖
像
や
国

旗
・
シ
ン
ボ
ル
旗
を
手
に
し
な
が

ら
、祈
り
、感
謝
と
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
た
様
子
だ
っ
た
。

く
て
悲
し
く
て
、自
然
に
涙

が
出
て
き
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
直
接
お
会
い
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、二
度
目
に
お
会
い
で
き

た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

こ
の
「
青
年
の
祝
祭
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
、は
じ
め
に
巡
礼
に

誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
福
岡
教

区
・
笹
丘
教
会
の
桑
原
篤
史

神
父
様
を
は
じ
め
、旅
の
安

全
を
お
祈
り
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
方
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

写
真
は
上
か
ら
Ｌ
字
方
向
に
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
墓
、ラ
テ
ラ
ノ
大
聖
堂
前
で
ポ
ー
ズ
を
取
る〝
長
崎
組
”

３
人
（
右
か
ら
川
端
師
、大
口
さ
ん
、ロ
ー
マ
留
学
中
の
稲
田
祐
馬
師
）、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
埋
葬
さ
れ

て
い
る
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
レ
大
聖
堂
、参
加
し
た
青
年
た
ち
と
一
緒
に
写
る
大
口
さ
ん
㊨
。

聖
年
閉
幕
ま
で
約
３
カ
月

聖
年
閉
幕
ま
で
約
３
カ
月

　
「
希
望
の
巡
礼
者
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
２
０
２
５

聖
年
。
バ
チ
カ
ン
が
２
０

２
６
年
１
月
６
日
に
、ま

た
、世
界
各
地
の
教
区
が

２
０
２
５
年
12
月
28
日
に

閉
幕
ミ
サ
を
迎
え
る
ま
で

約
３
カ
月
と
な
っ
た
。
聖

年
の
期
間
に
特
別
に
い
た

だ
く
恵
み
に
感
謝
し
な
が

ら
、残
り
の
日
々
も
祈
り

の
う
ち
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
。

　

聖
年
の
期
間
中
、バ
チ

カ
ン
で
は
数
々
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、10
月
以
降
は

主
に
以
下
の
通
り
。

◆
10
月
５
日 

移
住
者
の
祝
祭

／
８
～
９
日 

奉
献
生
活
者
の

祝
祭
／
11
～
12
日 

マ
リ
ア
の

霊
性
の
祝
祭
／
18
～
19
日 

宣

教
の
た
め
の
祝
祭
／
10
月
30
日

～
11
月
２
日 

教
育
界
の
祝
祭

◆
11
月
16
日 

貧
し
い
人
の
祝

祭
／
21
～
23
日 

聖
歌
隊
の
祝

祭◆
12
月
14
日 

受
刑
者
の
祝
祭

　

長
崎
教
区
に
お
い
て
は
11
月

24
日
（
月
）
10
時
30
分
か
ら
浦

上
教
会
で
、教
区
典
礼
委
員
会

主
催
の
集
い
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
内
容
は
左
記
の
通
り
。

11月24日（月）浦上教会

聖歌隊の祝祭
10：30　みんなで歌う
11：30　みんなで聴く

昼食（各自で）
13：00　みんなで練習
14：00　みんなでささげる

（大司教司式歌ミサ）

【お問い合わせ】典礼委員会
平本神父・佐々教会

TEL 0956ｰ59ｰ5559

カトリック城山教会 慰めの聖母墓地
所在地　長崎市西町 366 番地　駐車場 4 台分あり
納骨堂　1 基 90 万円　区画：120㎝× 120㎝
納骨室　1 室 70 万円　区画：  90㎝×  90㎝

骨壺の大きさ 幅18㎝・高さ21㎝以下
　　　　※上記いずれも管理費 1 区画 3,000 円 / 年。
共同納骨室「ラザロの家」 　条件あり（無縁者、墓じまい）
　　　　1 壺 10 万円 骨壺の大きさ 幅18㎝・高さ21㎝以下
　　　　※上記は永代使用権料。諸費用 5,000 円。
　毎年 5 月にロザリオの集い・11 月に追悼ミサが墓地で行われます。
　毎月第 3 日曜日にお墓の相談会を城山教会信徒会館で実施しています。

カトリック城山教会 慰めの聖母墓地管理委員会カトリック城山教会 慰めの聖母墓地管理委員会
〒 852-8023 長崎市若草町 6 番 5 号　〒 852-8023 長崎市若草町 6 番 5 号　TEL 095-844-9208TEL 095-844-9208

携帯 090−7923−9005
TEL（095）㈹847−7151

相続登記はお済みですか

〒854-0014 諫早市東小路町10-21　電話 0957-22-6177

司法書士 行政書士司法書士 行政書士

土地・建物・会社・法人の登記手続 相続手続
遺言書の作成 相続土地の国庫帰属手続　など

まずは、お電話を!!
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教
会
裏
の
土
手
の
一
部
が
崩

落
し
た
中
野
教
会
（
宝
亀
小

教
区
）へ
の
見
舞
金
と
し
て
、

平
戸
地
区
評
議
会
へ
20
万
円

を
送
金
し
た
（
９
月
10
日
）。

〈
三
ツ
山
教
会
へ
の
フ
ァ
ク

ス
と
送
付
物
に
つ
い
て
〉

　

三
ツ
山
（
長
崎
中
地
区
）

と
長
与
（
長
崎
北
地
区
）
の

主
任
を
兼
務
し
て
い
る
竹
谷

誠
師
は
長
与
教
会
に
常
駐
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
三
ツ

山
教
会
へ
の
フ
ァ
ク
ス
と
送

付
物
は
、長
与
教
会
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
（　

０
９
５
‐

８
８
７
‐
１
６
８
８
）。
た

だ
し
、三
ツ
山
教
会
の
電
話

は
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
。

ぶ
ど
う
園

▼
島
原
・
天
草
殉
教
福
者
記

念
ミ
サ　

10
月
12
日
㈰
９

大司教館事務所 業務時間のご案内
《住所》カトリック長崎大司教館内

〒852-8114 長崎市橋口町 1番 1号
【1 階】
総合受付　日～土曜日　毎日 08:00～18:00総合受付　日～土曜日　毎日 08:00～18:00

電話 095-843-4188（代表）
FAX 095-843-4322

法人事務所（会計事務室）法人事務所（会計事務室）日曜日は休み日曜日は休み
祝祭日を含む月～土曜日 08:30～17:30祝祭日を含む月～土曜日 08:30～17:30
電話095-846-4248　FAX095-848-8310

【2 階】
教区本部事務局・諸委員会　教区本部事務局・諸委員会　土・祝日は休み土・祝日は休み

日～金曜日 08:30～17:30日～金曜日 08:30～17:30
電話095-842-4450　FAX095-842-4460

生涯養成委員会　生涯養成委員会　日・月・祝日は休み日・月・祝日は休み
火～土曜日 08:30～17:30火～土曜日 08:30～17:30
電話095-841-7731　FAX095-842-4460

広報委員会　広報委員会　土・日・祝日は休み土・日・祝日は休み
月～金曜日 08:30～17:30月～金曜日 08:30～17:30
電話095-843-3869　FAX095-842-4460

（2025年4月から）

福
者
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド

福
者
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド

列
福
列
福
2525
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

ミ
サ
と
特
別
講
演
―
海
星
学
園

　

９
月
５
日
（
金
）
午
前
10

時
か
ら
、海
星
学
園
主
催
に

よ
る
「
福
者
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド

列
福
25
周
年
記
念
式
典
」
が

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。

　

記
念
ミ
サ
は
中
村
倫
明
大

司
教
様
の
司
式
に
よ
り
執
り

行
わ
れ
、ミ
サ
の
後
、「
魚
食

文
化
の
語
り
部
」
と
し
て
活

躍
す
る
生
田
與
克
氏
（
海
星

学
園
の
姉
妹
校
・
暁
星
中
学

高
等
学
校
出
身
）
の
記
念
講

演『
神
様
と
魚
屋
！
』が
あ
っ

た
。
海
星
中
学
高
等
学
校
生

徒
と
そ
の
保
護
者
、教
職
員

合
わ
せ
て
約
１
２
０
０
人
が

集
い
、マ
リ
ア
会
創
立
者
の

教
育
理
念
を
共
有
し
た
。

　

ミ
サ
の
中
で
坪
光
正
躬
神

父
（
海
星
学
園
理
事
長
）
は
、

マ
リ
ア
会
創
立
者
福
者
シ
ャ

ミ
ナ
ー
ド
神
父
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
１
７
６
１
年
４
月
８
日
、

フ
ラ
ン
ス
の
南
西
部
の
ペ

リ
グ
ー
市
に
生
ま
れ
、ボ
ル

ド
ー
や
パ
リ
で
学
ん
だ
後
、

１
７
８
５
年
に
司
祭
に
叙
階

さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
大
革
命

直
後
の
１
７
９
０
年
、政
府

に
服
従
さ
せ
る
『
聖
職
者
市

民
憲
章
』
宣
誓
を
拒
否
し
た

こ
と
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
・
サ

ラ
ゴ
サ
で
の
亡
命
中
、シ
ャ

ミ
ナ
ー
ド
神
父
は
柱
の
聖
母

マ
リ
ア
像
の
前
で
男
女
修
道

会
の
創
立
霊
示
を
受
け
、
１

８
１
６
年
に
女
子
の
修
道
会

『
汚
れ
な
き
マ
リ
ア
会
』、
１

８
１
７
年
に
男
子
の
修
道
会

『
マ
リ
ア
会
』
を
創
立
し
た
。

　

２
０
０
０
年
９
月
３
日
、

シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド
神
父
の
活
動

が
現
代
的
霊
性
と
評
価
さ

れ
、聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２

世
教
皇
に
よ
っ
て
列
福
さ
れ

た
。
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド
神
父
が

全
世
界
に
ま
い
た
種
の
一
つ

が
１
８
９
２
年
に
設
立
さ
れ

た
海
星
学
園
で
あ
り
、建
学

の
精
神
『
神
愛
・
人
間
愛
』

を
堅
持
し
て
、こ
れ
か
ら
も
、

福
者
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド
神
父
の

教
育
理
念
を
受
け
継
い
で
い

く
」

（
海
星
学
園
）

　

こ
の
８
月
に
フ
ラ
ン
ス
の

司
祭
ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
の
『
司
祭
の
霊
的
父
性
』

と
い
う
本
を
翻
訳
・
出
版
し

ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
本
を
？

そ
れ
は
、フ
ィ
リ
ッ
プ
神
父

が
こ
の
本
の
は
じ
め
で
語
っ

て
い
る
次
の
言
葉
に
共
感
し

た
か
ら
で
す
。

　
「
こ
の
小
著
を
通
じ
て
、わ

た
し
の
兄
弟
で
あ
る
司
祭
た

ち
を
励
ま
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
そ
れ
を
大
い
に
必
要
と
し

て
い
ま
す
か
ら
、そ
の
召
命

の
豊
か
さ
美
し
さ
を
信
じ
ら

れ
る
よ
う
助
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
司
祭
の
召
命
は

と
て
も
難
し
く
骨
の
折
れ
る

も
の
で
す
が
、父
性
は
大
き

な
喜
び
の
源
泉
で
も
あ
る
の

で
す
。
命
を
伝
え
る
こ
と
ほ

ど
美
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
く
に
そ
の
命
が
永
遠

の
命
、神
の
命
そ
の
も
の
で

あ
る
と
し
た
ら
」

　

日
本
の
神
父
様
た
ち
に
も

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

必
要
が
あ
る
―
こ
の
本
を

原
書
で
読
み
終
わ
っ
た
と

き
、わ
た
し
は
そ
う
感
じ
、翻

訳
を
始
め
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
４
年
前
に
戸
口

書
店
と
い
う
一
人
だ
け
の
出

版
業
を
始
め
ま
し
た
が
、そ

も
そ
も
の
目
的
は
フ
ィ
リ
ッ

プ
神
父
の
本
を
日
本
に
紹
介

す
る
た
め
で
、今
回
の
本
を

含
め
こ
れ
ま
で
に
６
冊
出
版

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
は
、心
の
平
和
、内

的
自
由
、祈
り
、信
頼
と
愛
、

聖
霊
の
導
き
、そ
し
て
司
祭

の
霊
的
父
性
で
す
。

　

神
と
の
親
し
い
交
わ
り
を

深
め
つ
つ
聖
性
を
目
指
す
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
―

そ
れ
を
フ
ィ
リ
ッ
プ
神
父
は

明
快
な
言
葉
で
説
明
し
て
く

れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、カ
ト

リ
ッ
ク
の
信
仰
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
、わ
た
し
た
ち
は

ど
う
い
う
姿
勢
で
こ
の
信
仰

を
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
か

も
、具
体
的
か
つ
実
践
的
な

か
た
ち
で
教
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
『
司
祭
の
霊
的
父
性
』
に

話
を
戻
せ
ば
、こ
の
本
は
司

祭
だ
け
で
は
な
く
、一
家
の

父
親
、教
師
、組
織
や
共
同
体

で
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
人

に
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
男
性
だ

け
に
限
り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ

う
な
立
場
に
あ
る
女
性
た
ち

や
一
家
の
母
親
に
も
、「
父

性
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

を
、さ
ら
に
は
「
母
性
」
に

つ
い
て
も
考
え
る
機
会
と
な

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
同
書
は
「
戸
口
書
店
」
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
購
入

可
能
。単
行
本
で
は
な
く
、

電
子
書
籍
（
Ｅ
Ｐ
Ｕ
Ｂ
版

や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
も
し
く
は

プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
形

式
。
い
ず
れ
も
税
込
９
９

０
円
。

高
校
生
一
泊
黙
想
会

高
校
生
一
泊
黙
想
会

『
希
望
の
巡
礼
者
』
歌
い
、教
区
内
を
巡
礼

　

８
月
11
日
（
月
）・
12
日

（
火
）
青
少
年
委
員
会
で
は

高
校
生
の
一
泊
黙
想
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
の
黙
想
会

は
教
区
内
の
巡
礼
で
す
。
参

加
者
は
高
校
生
５
人
、司
祭

６
人
、お
告
げ
シ
ス
タ
ー
２

人
、青
年
１
人
で
す
。

　

１
日
目
は
長
崎
地
区
巡

り
。
浦
上
教
会
で
旅
の
恵
み

を
祈
り
、ゆ
る
し
の
秘
跡
を
さ

さ
げ
、巡
礼
の
心
を
準
備
し

ま
す
。
次
に
お
告
げ
の
マ
リ

ア
修
道
会
本
部
修
道
院
へ
。

シ
ス
タ
ー
に
温

か
く
迎
え
て
い

た
だ
き
、聖
年
の

公
式
聖
歌
『
希

望
の
巡
礼
者
』

を
歌
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、馬
込

教
会
で
昼
食
、中

町
教
会
を
巡
り
、滑
石
教
会

で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

ミ
サ
後
は
宿
泊
地
で
あ
る
出

津
方
面
に
向
か
い
、出
津
の

ド
・
ロ
神
父
ゆ
か
り
の
地「
旧

出
津
救
助
院
」
を
見
学
。
晩

は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

大
平
作
業
所
跡
に
宿
泊
し
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、佐
世
保
地
区
・

平
戸
地
区
巡
り
。
佐
世
保
地

区
は
三
浦
町
教
会
、相
浦
教

会
を
訪
れ
ま
し
た
。
平
戸
地

区
に
入
り
、田
平
教
会
で
昼

食
、平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教

★
ア
シ
ジ
か
ら
の
風

　
　

著
＝
チ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・

ホ
ァ
イ

　

聖
母
の
騎
士
誌
に
６
年
間

連
載
さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め

た
１
冊
。
神
父
が
感
じ
た
イ

タ
リ
ア
・
ア
シ
ジ
の
風
と
そ

の
光
景
、そ
し
て
人
生
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
に

つ
い
て
の
感
想
と
祈
り
が
つ

づ
ら
れ
て
い
る
。
聖
母
の
騎

士
社
、税
別
１
０
０
０
円
。

福
者
ギ
ョ
ー
ム
・
ヨ
ゼ
フ
・

　
　
　
　
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド
司
祭

　

こ
の
ほ
ど
、ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
神
父（
１
９
４
７

　

こ
の
ほ
ど
、ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
神
父（
１
９
４
７

年
～
）
の
著
書
『
司
祭
の
霊
的
父
性

年
～
）
の
著
書
『
司
祭
の
霊
的
父
性
――
土
の
器
の
中
の

土
の
器
の
中
の

宝
』
が
発
行
さ
れ
た
。
翻
訳
・
出
版
を
手
掛
け
た
の
は

宝
』
が
発
行
さ
れ
た
。
翻
訳
・
出
版
を
手
掛
け
た
の
は

２
０
２
１
年
に
一
人
で
出
版
業
を
始
め
た
長
与
教
会
信

２
０
２
１
年
に
一
人
で
出
版
業
を
始
め
た
長
与
教
会
信

徒
の
戸
口
民
也
さ
ん
（
長
崎
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）。

徒
の
戸
口
民
也
さ
ん
（
長
崎
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）。

現
在
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
し
て
電
子
書
籍
の
形
式
で
販

現
在
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
し
て
電
子
書
籍
の
形
式
で
販

売
さ
れ
て
い
る
同
書
。
発
行
に
至
っ
た
思
い
な
ど
を
分

売
さ
れ
て
い
る
同
書
。
発
行
に
至
っ
た
思
い
な
ど
を
分

か
ち
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

か
ち
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

『
司
祭
の
霊
的
父
性
』
発
行

『
司
祭
の
霊
的
父
性
』
発
行

〝
父
性
は
大
き
な
喜
び
の
源
泉
”

〝
父
性
は
大
き
な
喜
び
の
源
泉
”

長
与
教
会
信
徒
　
戸
口 

民
也

お
知
ら
せ

〈
一
菜
募
金
か
ら
の
支
援
〉

　

今
年
７
月
、大
雨
に
よ
り

時
、島
原
教
会
（
２
０
２
５

聖
年
の
巡
礼
指
定
教
会
）。

島
原
小
教
区
主
催
。

問
合
先
・
島
原
教
会

℡
０
９
５
７
‐
62
‐
２
９
５
２

▼
朝
祷
会　

10
月
21
日
㈫
７

時
30
分
、中
町
教
会
で
祈
り
。

そ
の
後
、朝
食（
各
自
持
参
）。

※
毎
月
第
３
火
曜
日
実
施
。

問
合
先
…
教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ

ズ
ム
・
諸
宗
教
委
員
会　

竹

谷
神
父
（
長
与
教
会
）

℡
０
９
５
‐
８
８
７
‐
３
８
３
９

▼
自
死
さ
れ
た
方
々
の
た
め

の
追
悼
ミ
サ　

11
月
８
日
㈯

14
時
、西
坂
・
聖
フ
ィ
リ
ッ

ポ
教
会
。
ゆ
り
の
会
主
催
。

教
区
人
権
委
員
会
協
力
。

問
合
先
・
鳥
巣
シ
オ
リ

℡
０
９
０
‐
９
４
８
８
‐
７
９

３
１

感　

謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
匿
名
様
（
三
浦
町
）

◦
向
井
美
恵
子
様
（
黒
崎
）

　

故
ト
マ
向
井
茂
吉
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
・

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お

礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。

会
（
写
真
）
を
巡
り
、そ
し

て
終
着
地
で
あ
る
生
月
の
山

田
教
会
で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
ま

し
た
。
ミ
サ
後
、黒
瀬
の
辻

殉
教
地
を
見
学
し
、旅
を
終

え
ま
し
た
。

　

一
つ
一
つ
の
巡
礼
地
で
祈

り
を
さ
さ
げ
、ス
タ
ン
プ
を
押

し
、温
か
い
も
て
な
し
に
感
謝

し
な
が
ら
、高
校
生
た
ち
は

黙
想
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
感
謝
し
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
教
区
青
少
年
委
員
会
）

　

８
月
10
日
（
日
）
13
時

か
ら
、上
五
島
地
区
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
た
。
昨
年
は
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
が
出
て
い
た
た
め

中
止
と
な
り
、今
年
は
暑
さ

対
策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
が
導

入
さ
れ
て
い
る
新
上
五
島
町

石
油
備
蓄
記
念
会
館
で
大
会

が
行
わ
れ
た
。

　

上
五
島
地
区
の
11
小
教
区

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

み
ん
な
で
応
援
、盛
り
上
が
り
―
上
五
島

FAX

を
そ
れ
ぞ
れ
合
同
チ
ー
ム
と

し
て
事
前
に
４
チ
ー
ム
（
１

チ
ー
ム
９
人
）
編
成
し
、試

合
が
行
わ
れ
た
。
総
当
た
り

戦
で
２
コ
ー
ト
に
分
か
れ
３

試
合
ず
つ
行
っ
た
結
果
、優

勝
は
青
砂
ヶ
浦
・
鯛
之
浦
・

浜
串
合
同
チ
ー
ム
、準
優
勝

は
桐
・
土
井
ノ
浦
合
同
チ
ー

ム
、
３
位
は
青
方
・
丸
尾
・

仲
知
合
同
チ
ー
ム
と
な
っ

た
。

　

決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
際
は

み
ん
な
で
応
援
を
し
、大
き

な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。


